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Ｑ 国旗と団体旗を同時に掲揚する場合、どのような点に注意すれば良いですか。 

 

 

Ａ 国旗は一国を象徴するものであるため、社旗、会旗等の団体旗と併揚することは避けるべき

ともいえますが、掲揚せざるを得ない場合には以下の点に注意する必要があります。 

ポールを用いて掲揚する場合には、国旗を団体旗よりも大きくし、国旗及び団体旗ともにポ

ールの最上部に接するようにして掲揚するのが望ましい方法です（図１）。 

屋内で壁などに掲揚する場合には、国旗を団体旗よりも大きくし、また国旗を団体旗よりも

高く掲揚するのが望ましい方法です（図２）。 

なお、国際連合旗については、他のいかなる旗よりも下位に置いてはならず、他の旗と同時

に掲揚される場合には、同一の高さ、同一の大きさでなければならないとの国際連合旗規程の

規定もあるため、その取扱いには注意が必要になります。 
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